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＜連絡事項＞

・9/22　防災・被災訓練は、川井・木村・上野の3名が参加。

・9/20　ふれあい祭。メールにてスケジュール連絡あり。詳細不明の為、広報委員・小松が現在確認中。本日中に委員に詳細確認の上、明日の担当業務に臨むこと。
＜外来情報＞

・沢田　三朗　様～特に変わりはなく、自分のペースでやれていると話されている。

・関　秀治　　様～「夜間にトイレに行った記憶がない」「トイレのドアがあけっぱなしになっていることがある」「トイレのスリッパを履いたまま出てくることがある」など話されている。担当医より、薬の作用で半覚醒状態の時にそのようなことが起きることがあると説明するが、その後「尿漏れが…」など話が逸れたため、本日15：30より、青明舎スタッフ同行にて面談予定としている。

・久保　興介　様～夜間、時々具合の悪いときがあるとのこと。服薬や休んだりすることによって、翌朝には具合の悪さは解消されるとのこと。周囲との関わりでは、変わらず時々薬を飲んでいることを話されている。

・田名部　一樹様～本日採血、尿検査施行。尿検査結果は異常なし。

「朝7時に起きるがぼーっとする」と話されており、担当医より先週に引き続き眠前薬のメディピースを抜いて服用するよう説明している。どれがメディピースか分からないと話されており、薬局にて確認して帰るよう助言している。

次週の受診は用事あり来院できないとのことで、薬を2週間分処方している。

・伊藤　雄一　様～「アメリカとロシアが対決して…」「超音波発信機が…」など話されている。

「青山荘も飽きたから入院したい」と本人より希望あり。青山荘スタッフより、生活上で逸脱行為はないこと情報提供あり。担当医より、青山荘にて生活しながらデイケアを休むなどで休養をとり、しばらく様子を見ること、それでもだめなようであれば入院を検討することを説明。本人了承されている。

・横町　浩　　様～頭がぼーっとする、痛いことがあると話されている。

・大久保　律子様～昨日ふらふらし、八戸赤十字病院救急を利用したと話されている。医師より糖尿病の低血糖症状や投薬量の多さとの関係について説明があったとのこと。処方は特になく、CT施行したとのこと。左足背の痛みの訴えあり。熱感・腫脹あり、抗生物質・外用薬の処方あり。

＜通所利用者様情報＞

・淡路　智恵子様～青明舎職員より情報提供あり。本人より「2月1日でこの世を去ります。この世に生きているのがもうつらい。自分はここにいちゃいけない。グループホームの整理がついたら死んでもいい。できれば安楽死とか…」と話されており、受診を勧めたが「そうじゃないのよ」と一蹴している。死にたい理由としては、「体の中にいる人が、他の人のことを悪く言う。外の人に聞こえるんじゃないかとヒヤヒヤする。昔からずっとそれが続いている」と話されていたとのこと。本人の話を傾聴し、様子観察していく。

・田中　宏明　様～本日見学予定だが、体調不良のため欠席する旨、ご本人より電話連絡あり。今後のデイケア利用については、9/23（火）の外来診察にて担当医確認し、早ければ9/24（水）より利用開始したいとのこと。週5回利用予定。

・関　秀治　　様～昨日閉眼していること多く、夜間の睡眠について確認すると、「7時間位眠っているけど、寝た感じがあまりない」と話される。本人は、夜間のトイレによる中途覚醒を原因として挙げている。

青明舎スタッフからの情報で、本人より「グループホーム世話人が毎朝訪問するようになったこと、グループホームに新入居者が入ったことがストレスにつながっている」と話していたとのこと。

また、本日の外来診察時、「夜間にトイレに行った記憶がない」「トイレのドアがあけっぱなしになっていることがある」「トイレのスリッパを履いたまま出てくることがある」など話されていたとのこと。本日、15：30より主治医と再度面談予定。
・川口　八寿子様～うみねこ幸房の体験利用は、来週以降で実施予定。

・高橋　洋子様　～9月12日以降、血圧は安定しており、不調の訴えも聞かれない。バイタル確認と様子観察を継続していく。

・秋山　和子　様～昨日、特定のスタッフを探して歩かれる事があり、唐突に「ここ（2階）から飛び降りたらどうなる？3階だったら？街のビルからだったら？」と話されている。飛び降りに関する発言の理由を確認するが、「なんでもない」と話題が変わっている。その後、同内容について話される事はないが、「デイケアに来なくちゃだめ？」と繰り返しスタッフに確認されている。

本日特に変わりなく参加されているが、口数の多さ・落ち着きのなさ・表情の良さなど、以前と異なる様子が見られているため、要注目として観察していく。

・我満　奈津紀様～青明舎スタッフより情報提供あり。

娘様の通学する田面木小学校長より、電話連絡あり、娘様に関し「敬老会に参加して以降登校していない」、母様に関し「娘様の不登校に関し、8時半になるとデイケアに行かなければならないと話し、娘様に登校するようアプローチしてくれない。母様にアプローチしてもらえるよう学校側が関わってもよいか？メンタル面で問題はないか？」との話があり、最近は状態が落ち着いているため大丈夫ではないかと返答したとのこと。

デイケアでは、

· 昨日小学校教頭から教育センターで行っている”うみねこ学級”利用を勧められたと話されている

· 「疲れておかしくなりそうだ」と訴えあり、娘様のために活動する事は苦ではないが、デイケアへ来ても娘様が心配で集中出来ず、家では娘様が昼夜逆転傾向の為入眠時間が遅くなっていると話されている

· 学校に行くように娘様に様々にアプローチしていることを具体的に話されている

· 学校に頻繁に出向き、教頭と話をしていると話されている

以上のことを、青明舎に情報提供。

青明舎からは、校長にその他教員と情報共有を図ってもらえるよう説明する。デイケアでは、これまでどおり本人の話を傾聴し、必要に応じて助言や関係機関との情報共有・情報交換を図っていく。










